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は
じ
め
に
│
「A

LW
AYS

三
丁
目
の
夕
日
」
か
ら
「
無
縁
社
会
」
へ

「
無
縁
社
会
」

　
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
一
月
三
一
日
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
無
縁
社
会
│
〝
無
縁
死
〞
三
万
二
千
人

の
衝
撃
」
か
ら
こ
の
話
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
番
組
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年
一
年
間
に
「
ひ
と
り
孤
独
に
亡
く
な
り
引
き
取
り
手
も
な
い
死
」
│
こ

れ
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
「
無
縁
死
」
と
名
づ
け
る
│
が
三
万
二
千
人
あ
っ
た
こ
と
を
報
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
の

死
亡
数
一
一
四
万
一
八
六
五
人
の
約
二
・
八
％
に
当
た
る
。
と
り
わ
け
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
こ
の
三
万
二
千
人
の
う
ち
、
身
元
の

わ
か
ら
な
い
約
千
人
を
除
く
約
三
万
一
千
人
が
、
身
元
が
判
明
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
誰
に
も
引
き
取
ら
れ
ず
、
自

治
体
の
手
で
火
葬
・
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
あ
り
方
を
「
無
縁
社
会
」
と
名
づ
け
た1
。

　
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
九
月
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
、
翌
〇
九
年
の
実
質
経
済
成
長
率
が
マ
イ
ナ
ス

1　　 はじめに



五
・
四
％
に
急
落
、
失
業
者
が
三
〇
〇
万
人
を
超
え
る
（
失
業
率
五
・
一
％
）
と
い
う
暗
い
世
相
を
背
景
に
放
送
さ
れ
た
こ

の
番
組
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
、「
無
縁
社
会
」
が
こ
の
年
の
「
新
語
・
流
行
語
大
賞
」
の
ト
ッ
プ
テ
ン
の

一
つ
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
誰
か
の
手
か
ら
す
り
抜
け
て
し
ま
っ
た
赤
い
風
船
が
低
く
雲
が
垂
れ
込
め

た
空
に
向
か
っ
て
昇
っ
て
い
く
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
と
陰
鬱
な
音
楽
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
の
番
組
は
、
あ
た
か
も
戦
後
日
本

社
会
の
葬
送
曲
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　「
無
縁
死
」
三
万
二
千
人
を
多
い
と
み
る
か
、
少
な
い
と
み
る
か
、
感
想
は
さ
ま
ざ
ま
だ
ろ
う
が
、
九
七
・
二
％
の
人

は
誰
か
に
看
取
ら
れ
葬
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
社
会
全
体
を
「
無
縁
社
会
」
と
呼
ぶ
の
は
や
や
誇
張
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
無
縁
死
」
三
万
二
千
人
を
ど
う
と
ら
え
る
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
番
組
は
興
味
深
い
現
象

を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
番
組
の
放
送
直
後
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
無
縁
社
会
、
他
人
事
で
な
い
な
ぁ
」

「
こ
の
ま
ま
い
く
と
、
私
も
無
縁
死
に
な
る
」
と
い
っ
た
書
き
込
み
が
相
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
が
三

〇
代
、
四
〇
代
の
書
き
込
み
で
あ
っ
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
無
縁
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
取
材
班
編
『
無
縁
社
会
』
二
一
二
頁
）。

　
現
代
社
会
で
は
単
身
で
暮
ら
す
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢

者
で
単
身
で
暮
ら
す
人
は
約
四
七
九
万
人
、
高
齢
者
全
体
の
一
六
・
四
％
で
あ
っ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
こ
の
番

組
を
見
て
「
他
人
事
で
は
な
い
」
と
感
じ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
〇
代
、
四
〇
代
と
い
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
若

く
、
死
を
差
し
迫
っ
た
こ
と
と
感
じ
な
い
の
が
ふ
つ
う
だ
ろ
う
。
そ
の
三
〇
代
、
四
〇
代
の
人
た
ち
が
こ
の
番
組
を
見
て

「
他
人
事
で
は
な
い
」
と
感
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
無
縁
死
」
が
三
万
二
千
人
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
こ
の
社
会

の
あ
り
よ
う
を
鮮
明
に
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
〇
代
、
四
〇
代
の
人
た
ち
の
反
応
も
含
め
れ
ば
、
こ
の

　　2



よ
う
な
社
会
の
あ
り
方
は
た
し
か
に
〈
無
縁
社
会
〉
と
言
っ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
。

　
今
年
（
二
〇
二
三
年
）
は
戦
後
七
八
年
を
迎
え
る
。
僕
た
ち
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
を
ど
う
た
ど
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
社
会
に
た
ど
り
つ
い
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
の
本
で
は
一
人
の
女
性
の
人
生
を
追
い
な
が
ら
戦
後
日
本
社
会
の
歩
み
を

た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「ALW
AYS

三
丁
目
の
夕
日
」

　
そ
の
女
性
の
名
前
は
星
野
六む

つ

子こ

、
映
画
「A

LW
A

Y
S

三
丁
目
の
夕
日
」（
山
崎
貴
監
督
）
の
主
人
公
で
あ
る
。
一
九
五

八
（
昭
和
三
三
）
年
の
東
京
を
舞
台
と
す
る
こ
の
映
画
は
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
公
開
さ
れ
、
観
客
動
員
数
二
七
〇

万
人
の
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
テ
レ
ビ
で
何
度
も
放
送
さ
れ
て
お
り
、
見
た
こ
と
の
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
六
子
は
一
九
五
八
年
、
青
森
県
の
中
学
校
を
卒
業
と
同
時
に
、
集
団
就
職
列
車
に
乗
っ
て
、
東
京
に
あ
る
自
動
車
修
理

工
場
鈴
木
オ
ー
ト
に
就
職
す
る
。
五
八
年
は
ち
ょ
う
ど
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
で
あ
る
。
映
画
は
六

子
と
戦
後
日
本
社
会
の
未
来
を
祝
福
す
る
よ
う
な
明
る
い
音
楽
で
彩
ら
れ
、
貧
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ

3　　 はじめに

1
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
は
一
回
限
り
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
三
月
、
総
務
省
は
全
国
の
自
治
体
を
対
象
と
し
た
「
引
取
者
の
な
い

死
亡
人
」
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
公
表
し
た
（
総
務
省
「
遺
留
金
等
に
関
す
る
実
態
調
査
　
結
果
報
告
書
」）。「
引
取
者
の
な

い
死
亡
人
」
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
い
う
「
無
縁
死
」
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
四
月
か
ら
二
一
（
令
和
三
）
年
一
〇

月
の
間
に
「
引
取
者
の
な
い
死
亡
人
」
は
一
〇
万
五
七
七
三
人
、
う
ち
身
元
の
わ
か
ら
な
い
人
が
二
八
五
二
人
で
あ
る
。
三
年
半
で
約
一
〇
万

六
千
人
と
い
う
こ
と
は
、
平
均
す
れ
ば
一
年
約
三
万
人
で
、
一
〇
年
で
大
き
な
変
化
は
な
い
。
二
一
年
の
死
亡
数
が
一
四
三
万
九
八
〇
九
人
と

増
加
し
て
い
る
の
で
、
死
亡
数
に
占
め
る
割
合
は
低
下
し
て
い
る
（
約
二
・
一
％
）。



て
い
た
社
会
を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
五
〇
年
を
経
て
、
時
代
は
〈
無
縁
社
会
〉
へ
と
変
貌
す
る
。

　「A
LW

A
Y

S

三
丁
目
の
夕
日
」
か
ら
〈
無
縁
社
会
〉
へ
の
約
五
〇
年
間
の
日
本
社
会
の
変
化
を
、
六
子
と
そ
の
家
族
の

あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
人
生
を
た
ど
り
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

登
場
人
物

　
は
じ
め
に
こ
の
話
の
登
場
人
物
を
紹
介
し
て
お
こ
う2
。

　
六
子

　
六
子
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
〇
月
二
一
日
に
青
森
県
北
津
軽
郡
板い
た

柳や
な
ぎ

町
で
父
新
吉
の
三
女
と
し
て
生

ま
れ
る
（
鈴
木
オ
ー
ト
の
社
長
鈴
木
則
文
が
六
子
の
荷
物
を
道
に
放
り
出
し
た
と
き
、
そ
こ
に
入
っ
て
い
た
履
歴
書
に
そ
う
書
か
れ
て

い
た
）。
そ
し
て
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
五
八
年
三
月
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
集
団
就
職
列
車
に
乗
っ
て
、
鈴
木
オ
ー

ト
に
や
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
じ
つ
は
計
算
が
合
わ
な
い
。
六
子
は
遅
生
ま
れ
な
の
で
、
中
学
校
卒
業
は
五
九
年
の
は 

ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
映
画
に
合
わ
せ
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
、
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
三
月
、
勇3
と

結
婚
、
翌
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
八
月
、
第
一
子
・
直
美3
が
誕
生
、
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
三
月
、
第
二
子
・
誠3
が
誕
生
す

る
。

　
勇

　
六
子
の
夫
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
月
生
ま
れ
。
五
六
（
昭
和
三
一
）
年
中
学
校
を
卒
業
し
高
校
に
進
学
。

五
九
（
昭
和
三
四
）
年
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
。
六
八
年
三
月
、
六
子
と
結
婚
。

　
直
　
美

　
六
子
と
勇
の
長
女
。
一
九
六
九
年
八
月
生
ま
れ
。
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
高
校
を
卒
業
し
て
短
大
に
進
学
。
九

〇
（
平
成
二
）
年
短
大
を
卒
業
し
て
就
職
。
九
五
（
平
成
七
）
年
一
二
月
、
健
一3
と
結
婚
。
九
七
（
平
成
九
）
年
七
月
、
第

　　4



一
子
・
明
日
香3
が
誕
生
。
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
二
月
、
第
二
子
・
翔3
が
誕
生
。

　
誠

　
六
子
と
勇
の
長
男
。
一
九
七
二
年
三
月
生
ま
れ
。
九
〇
（
平
成
二
）
年
大
学
に
進
学
、
九
四
（
平
成
六
）
年
卒 

業
。

　
明
日
香

　
直
美
と
健
一
の
長
女
。
一
九
九
七
年
七
月
生
ま
れ
。

　
翔

　
直
美
と
健
一
の
長
男
。
二
〇
〇
〇
年
二
月
生
ま
れ
。

　
そ
し
て
、
こ
の
時
代
を
生
き
た
無
数
の
「
六
子
」
た
ち
や
「
勇
」
た
ち
、「
直
美
」
た
ち
や
「
誠
」
た
ち
、「
明
日
香
」

や
「
翔
」
た
ち
も
ま
た
こ
の
話
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
僕
も
そ
の
な
か
の
一
人
で
あ
る
。
僕
は
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）

年
生
ま
れ
、
六
子
よ
り
一
〇
学
年
下
で
あ
る
。
僕
も
ま
た
こ
の
時
代
に
生
ま
れ
、
こ
の
時
代
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
ま
た
こ

の
時
代
を
作
っ
て
き
た
、
こ
の
時
代
の
子
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
語
る
と
き
僕
自
身
の
記
憶
を
織
り
交
ぜ
て
語
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。

時
代
区
分

　
六
子
は
ど
ん
な
時
代
を
生
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
戦
後
の
混
乱
期
を
除
い
て
、
大
き
く
三
つ
の
時
期
に
分
け
ら

5　　 はじめに

2
　
な
お
、
六
子
以
外
は
本
書
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
登
場
人
物
で
あ
る
。

3
　
名
前
は
明
治
安
田
生
命
に
よ
る
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ
の
各
生
ま
れ
年
の
一
位
。
た
だ
し
一
九
六
七
年
生
ま
れ
の
健
一
は
二
位
。
こ
の
年
の
男
子

の
一
位
も
誠
だ
っ
た
。



れ
る
。
こ
れ
を
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
実
質
成
長
率
の
推
移
で
み
て
み
よ
う
（
図
は
じ
め
に
│

1
）。
成
長
率
が
ト
ン
ト

ン
と
階
段
を
二
段
下
り
る
よ
う
に
低
下
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
一
の
時
代
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
か
ら
始
ま
り
、
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
終
わ

る
高
度
経
済
成
長
期
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
成
長
率
の
平
均
は
九
・
二
五
％
、
こ
の
間
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
五
年
の
約
八
兆
九

千
万
円
か
ら
七
三
年
の
約
一
一
九
兆
六
千
万
円
へ
と
約
一
三
・
四
倍
に
増
加
す
る
（
内
閣
府
「〔
令
和
三
年
度
〕
年
次
経
済
財

政
報
告
」）。

　
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
の
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
％
、
戦
後
は
じ
め

て
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
る
。
欧
米
諸
国
が
そ
の
ま
ま
低
成
長
期
に
入
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
は
い
ち
早
く
立
ち
直
り
、

バ
ブ
ル
が
崩
壊
す
る
直
前
の
九
〇
（
平
成
二
）
年
ま
で
安
定
成
長
期
が
続
い
た
。
こ
の
期
間
の
成
長
率
の
平
均
は
四
・
〇

七
％
で
あ
る
。
九
〇
年
直
前
の
少
し
折
れ
線
グ
ラ
フ
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
バ
ブ
ル
経
済
で
あ
る
。
こ
の
間
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
七
四
年
の
約
一
四
三
兆
円
か
ら
九
〇
年
の
約
四
六
二
兆
円
へ
と
増
加
す
る
（
同
）。

　
そ
し
て
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
か
ら
現
在
ま
で
続
く
の
が
低
成
長
期
で
あ
る
。
こ
の
間
の
成

長
率
の
平
均
は
一
％
に
満
た
な
い
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
九
一
年
の
約
四
九
二
兆
円
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
約
五
三
九
兆
円
へ
と
わ
ず

か
に
増
加
し
た
だ
け
で
あ
る
（
同
）。「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
で
あ
る
。

　
六
子
の
よ
う
に
こ
れ
ら
三
つ
の
時
代
を
す
べ
て
経
験
し
て
き
た
世
代
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
明
日
香
や
翔
の
よ
う
に
生
ま

れ
て
か
ら
ず
っ
と
低
成
長
期
と
い
う
若
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
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一
身
に
し
て
三
生
を
経
る

　
六
子
は
今
年
（
二
〇
二
三
年
）、
傘
寿
（
八
〇
歳
）
を
迎
え
る
。

ま
だ
ま
だ
お
元
気
だ
ろ
う
。
二
〇
二
〇
年
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

女
性
の
平
均
寿
命
は
八
七
・
七
一
歳
で
あ
る
。
六
子
た
ち
の
世
代

は
日
本
史
上
、
そ
れ
ば
か
り
か
世
界
史
上
稀
有
な
経
験
を
し
た
世

代
で
あ
る
。
そ
れ
は
高
度
経
済
成
長
と
い
う
大
事
件
に
遭
遇
し
た

こ
と
に
よ
る
。

　
原
朗
は
高
度
経
済
成
長
期
を
二
千
年
前
の
弥
生
時
代
に
匹
敵
す

る
と
述
べ
て
い
る
。

　
高
度
成
長
期
に
お
け
る
経
済
構
造
の
変
化
は
、
農
地
改

革
・
地
租
改
正
・
太
閤
検
地
な
ど
を
飛
び
越
え
て
、
は
る
か

二
千
年
前
の
弥
生
時
代
に
お
け
る
変
化
に
匹
敵
す
る
と
い
っ

て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
（
原
朗
「
戦
後
五
〇
年
と
日
本
経
済
」

『
年
報
・
日
本
現
代
史
』
創
刊
号
、
九
九
頁
）。

　
高
度
経
済
成
長
は
日
本
だ
け
の
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
。「
黄

7　　 はじめに

図はじめに─1　経済成長率の推移

（注）　1955年は成長率のデータはない。
（出所）　内閣府「〔令和 3年度〕年次経済財政報告」より作成。
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金
の
六
〇
年
代
」
と
い
わ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
は
先
進
工
業
国
で
は
ど
こ
で
も
高
度
経
済
成
長
を
謳
歌
し
て
い
た
。
世
界

的
な
歴
史
家
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
黄
金
時
代
に
つ
い
て
、
今
、
大
き
な
自
信
を
も
っ
て
評
価
で
き
る
の
は
、
そ
の
中
で
生
じ
た
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
な
転
換
が
異
様
な
ま
で
に
大
き
な
規
模
と
迫
力
を
も
っ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

記
録
に
残
っ
て
い
る
歴
史
の
上
で
最
大
、
か
つ
も
っ
と
も
急
速
で
根
本
的
な
転
換
で
あ
っ
た
。﹇
…
…
、
著
者
中
略
、

以
下
著
者
補
足
は
﹇
　
﹈
で
示
す
﹈
二
〇
世
紀
の
第
三
・
四
半
期
は
石
器
時
代
の
農
業
の
発
明
と
と
も
に
始
ま
っ
た

七
千
年
、
な
い
し
は
八
千
年
の
歴
史
の
終
わ
り
を
記
し
た
と
主
張
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
代
と
と
も
に
、
人
類

の
圧
倒
的
多
数
が
食
料
を
育
て
動
物
を
養
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
長
い
時
代
が
終
わ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
ホ
ブ
ズ
ボ
ー

ム
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
〔
上
巻
〕』
一
四
│
五
頁
）。

　
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
か
ら
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
の
日
本
の
実
質
経
済
成
長
率
の
平
均
一
〇
・
四
％
は
、
ア
メ
リ

カ
の
三
・
九
％
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
・
九
％
、
西
ド
イ
ツ
（
当
時
）
の
五
・
三
％
、
フ
ラ
ン
ス
の
六
・
〇
％
を
は
る
か
に
凌

駕
し
て
い
た
（
三
和
良
一
・
原
朗
編
『
近
現
代
日
本
経
済
史
要
覧
〔
補
訂
版
〕』
四
一
頁
）。「
東
洋
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
た
日
本

の
高
度
経
済
成
長
は
世
界
史
的
な
出
来
事
で
も
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
六
子
た
ち
の
世
代
の
経
験
を
特
別
な
も
の
に
し
た
の
は
、
た
ん
に
高
度
経
済
成
長
と
い
う
出
来
事
に
遭
遇
し
た

た
め
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
の
ペ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
早
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
経
済
学
者
た
ち
の
言
葉

　　8



を
借
り
よ
う
。

　
高
度
成
長
は
誇
張
で
な
く
、
日
本
と
い
う
国
を
根
本
か
ら
変
え
た
。﹇
…
…
﹈
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
、「
昭

和
」
と
い
う
一
つ
の
元
号
の
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
短
い
期
間
、
わ
ず
か
六
〇
〇
〇
日
の
間
に
生
じ
た
こ
と
は
、

考
え
て
み
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
（
吉
川
洋
『
高
度
成
長
』
五
頁
）。

　
高
度
成
長
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
と
い
う
「
民
族
大
移
動
」
を
通
し
て
国
の
姿
を
す
っ
か
り
変
え
た
。
そ
れ
は
ま

た
有
史
以
来
の
日
本
の
農
業
を
「
地
す
べ
り
」
的
な
衰
退
へ
と
追
い
込
む
過
程
で
も
あ
っ
た
（
同
一
二
七
頁
）。

　
こ
の
時
期
﹇
昭
和
三
〇
年
代
﹈
の
日
本
の
重
化
学
工
業
化
は
、
欧
米
諸
国
が
半
世
紀
以
上
の
時
間
を
か
け
何
回
か

の
ピ
ー
ク
を
重
ね
な
が
ら
実
現
し
て
き
た
到
達
点
を
、
わ
ず
か
一
〇
年
く
ら
い
の
あ
い
だ
に
一
挙
に
圧
縮
し
て
達
成

し
た
も
の
で
あ
る
（
柴
垣
和
夫
「
産
業
構
造
の
変
革
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
戦
後
改
革
8

　
改
革
後
の
日
本
経
済
』

七
七
頁
）。

　
一
九
五
〇
年
代
を
転
機
に
し
て
、
高
度
成
長
期
に
は
世
界
史
上
例
を
み
な
い
都
市
化
現
象
が
は
じ
ま
っ
た
。

﹇
…
…
﹈
ア
メ
リ
カ
が
一
世
紀
か
か
っ
た
都
市
化
を
、
日
本
は
そ
の
四
分
の
一
の
二
五
年
で
な
し
と
げ
た
（
宮
本
憲
一

『
昭
和
の
歴
史
　
第
10
巻
　
経
済
大
国
』
七
一
頁
）。

9　　 はじめに



　
武
士
と
し
て
封
建
社
会
を
生
き
、
明
治
維
新
以
降
は
慶
應
義
塾
を
創
設
し
、
教
育
者
・
思
想
家
・
言
論
人
と
し
て
近
代

社
会
の
建
設
に
力
を
尽
く
し
た
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
│
一
九
〇
一
）
は
自
分
の
半
生
を
振
り
返
っ
て
「
一い
っ

身し
ん

に
し
て
二に

生し
ょ
うを
経ふ

る
」
と
述
べ
た
（
福
沢
諭
吉
『
文
明
論
之
概
略
』
一
二
頁
）。
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
、
六
子
の
人
生
は
高
度
経
済
成

長
に
遭
遇
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
ペ
ー
ス
が
あ
ま
り
に
も
早
か
っ
た
た
め
に
「
一
身
に
し
て
三
生
を
経
る
」
も
の
と
な

っ
た
。

　
六
子
は
お
そ
ら
く
高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
青
森
の
伝
統
的
な
家
族
と
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
一
生
目

で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
団
就
職
列
車
に
乗
っ
て
、
こ
れ
か
ら
高
度
経
済
成
長
に
向
か
お
う
と
す
る
東
京
に
や
っ
て
き
て
、

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
家
族
と
は
異
な
る
近
代
的
な
家
族
を
作
っ
た
。
こ
れ
が
二
生
目
で
あ
る
。
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
に
よ
れ

ば
、「
黄
金
時
代
」
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
終
わ
り
を
告
げ
、「
危
機
の
時
代
」
が
始
ま
る
。
日
本
は
安
定
成
長
期
を
は
さ

み
、
欧
米
諸
国
か
ら
約
二
〇
年
遅
れ
て
「
危
機
の
時
代
」
に
突
入
す
る
。
そ
し
て
い
ま
六
子
は
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
や

孫
た
ち
が
自
分
の
知
ら
な
い
社
会
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
の
を
心
配
そ
う
に
見
守
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
三
生
目
で
あ
る
。

あ
ら
す
じ

　
本
書
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
1
章
「
集
団
就
職
の
時
代
」
で
は
、
青
森
の
中
学
校
を
卒
業
し
て
集
団
就
職
列
車
に
乗
っ
て
東
京
に
向
か
っ
た
六
子

の
歩
み
を
追
い
な
が
ら
、
戦
後
日
本
社
会
の
輪
郭
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
を
描
く
。

　
第
2
章
「
テ
レ
ビ
の
時
代
」
で
は
、
次
か
ら
次
に
登
場
す
る
夢
を
追
い
か
け
た
「
夢
の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
同
時
に
さ
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ま
ざ
ま
な
公
害
も
生
ん
だ
高
度
経
済
成
長
期
の
明
暗
を
描
く
。

　
第
3
章
「
六
子
の
結
婚
」
で
は
、
東
京
に
や
っ
て
き
た
六
子
が
勇
と
結
婚
し
て
ど
ん
な
家
族
を
作
っ
た
か
を
み
る
。

　
第
4
章
「
高
度
経
済
成
長
期
の
社
会
」
は
家
族
・
雇
用
・
住
宅
に
焦
点
を
当
て
て
高
度
経
済
成
長
期
の
社
会
の
特
徴
を

み
て
い
く
。
第
1
節
「
家
族
の
戦
後
体
制
」
で
は
高
度
経
済
成
長
期
の
家
族
の
特
徴
を
み
る
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、

み
ん
な
が
結
婚
し
、
二
、
三
人
の
子
ど
も
を
も
ち
、
夫
が
一
家
の
生
活
を
支
え
、
妻
が
家
事
・
育
児
を
担
う
家
族
を
作
っ

た
。
第
2
節
「
雇
用
の
戦
後
体
制
」
で
は
、
夫
が
一
家
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
戦
後
確
立
さ
れ
た

「
日
本
的
経
営
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
る
。
こ
れ
が
、「
モ
ー
レ
ツ
社
員
」
の
夫
と
専
業
主
婦
の
妻
か
ら
な
る
近
代
家
族
を

可
能
と
し
た
。
第
3
節
「
住
宅
の
戦
後
体
制
」
で
は
近
代
家
族
の
容
れ
も
の
と
な
っ
た
団
地
を
み
る
。

　
第
5
章
「
一
億
総
中
流
社
会
」
で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
っ
た
あ
と
バ
ブ
ル
崩
壊
ま
で
続
く
安
定
成
長
期

の
社
会
の
特
徴
を
み
る
。「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
、
高
度
経
済
成
長
期

に
骨
格
が
作
ら
れ
た
日
本
の
近
代
社
会
が
完
成
さ
れ
た
姿
を
現
す
と
同
時
に
、
そ
の
足
元
で
次
の
時
代
へ
の
移
行
の
前
兆

が
始
ま
っ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　
第
6
章
「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
社
会
の
変
容
を
流
行
語
を
手
が
か
り
と
し
て
み
て
い
く
。

　
第
7
章
か
ら
第
9
章
は
直
美
と
誠
が
歩
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
人
生
を
た
ど
り
な
が
ら
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
「
第
二
の
近

代
社
会
」
の
特
徴
を
み
て
い
く
。

　
ま
ず
第
7
章
「
家
族
の
ポ
ス
ト
戦
後
体
制
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
一
）」
で
は
直
美
と
健
一
が
作
っ
た
家
族
を

み
る
。
家
族
は
多
様
化
し
、
も
は
や
み
ん
な
が
み
ん
な
結
婚
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
結
婚
し
て
も
み
ん
な
が
み
ん
な
二
、
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三
人
の
子
ど
も
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。

　
第
8
章
「
雇
用
の
ポ
ス
ト
戦
後
体
制
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
二
）」
で
は
、「
第
二
の
近
代
社
会
」
で
は
女
性

も
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
く
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
み
る
（
第
1
節
）。
女
性
の
働
き
方
の
特
徴
を
み
る
と
同
時
に
、「
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
」（
一
九
八
五
年
）
が
な
ぜ
女
性
の
働
き
方
を
変
え
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
か
考
え
て
み
る
（
第
2
節
）。

誠
が
大
学
を
卒
業
し
た
と
き
に
は
す
で
に
就
職
氷
河
期
が
始
ま
っ
て
い
た
。
誠
た
ち
は
み
ん
な
が
み
ん
な
勇
の
よ
う
に
就

職
し
働
く
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
第
3
節
）。

　
第
9
章
「
地
域
の
変
容
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
三
）」
で
は
現
在
の
日
本
列
島
の
風
景
か
ら
い
く
つ
か
を
点
描

す
る
。

　「
お
わ
り
に
│
第
二
の
近
代
社
会
を
生
き
る
」
で
は
、
こ
れ
か
ら
「
第
二
の
近
代
社
会
」
を
生
き
て
い
く
明
日
香
と

翔
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　
こ
れ
が
本
書
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
「A

LW
A

Y
S

三
丁
目
の
夕
日
」
を
あ
ら
か
じ
め
見
て
お
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
少
し
リ
ア
リ
テ
ィ
が
増
す
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
注
を
煩
雑
に
感
じ
ら
れ
れ
ば
飛
ば
し
て
読
ん
で
い
た
だ
い
て

も
か
ま
わ
な
い
。

　
そ
れ
で
は
「
一
身
に
し
て
三
生
を
経
る
」
と
い
う
稀
有
な
経
験
を
し
た
六
子
の
歩
み
を
た
ど
り
な
が
ら
戦
後
日
本
社
会

の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　　12



第
1
章
　

集
団
就
職
の
時
代

青
森
県
板
柳
町

　「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
六
子
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
〇
月
二
一
日
に
青
森
県
北
津
軽
郡
板
柳
町

で
父
新
吉
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。「
上
に
五
人
い
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
六
子
と
い
う
名
前
の
と
お
り
、
三
男

三
女
の
六
番
目
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
か
し
た
ら
下
に
ま
だ
弟
妹
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
家
は
お
そ
ら

く
農
家
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
六
子
は
「
口
減
ら
し
」
で
家
を
出
さ
れ
た
と
信
じ
込
ん
で
い
る
の
で
、
豊
か
な
部
類
の
農
家

で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
板
柳
町
は
弘
前
市
に
隣
接
す
る
実
在
の
町
で
あ
る
。
津
軽
平
野
の
中
央
、
岩
木
山
の
東
麓
に
広
が
る
リ
ン
ゴ
栽
培
を
中

心
と
す
る
農
業
地
帯
で
あ
る
。
人
口
は
、
六
子
が
東
京
に
出
る
直
前
の
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
の
二
万
二
二
五
七
が

ピ
ー
ク
で
、
そ
の
後
は
減
り
続
け
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
に
は
一
万
二
九
三
一
と
な
っ
て
い
る
。

13　　第 1章　集団就職の時代



第
2
章
　

テ
レ
ビ
の
時
代

東
京
タ
ワ
ー

　「A
LW

A
Y

S

三
丁
目
の
夕
日
」
の
も
う
一
つ
の
主
人
公
は
東
京
タ
ワ
ー
で
あ
る
。

　
上
野
駅
で
六
子
を
迎
え
た
則
文
の
運
転
す
る
オ
ー
ト
三
輪
が
鈴
木
オ
ー
ト
へ
向
か
っ
て
い
る
道
路1
の
背
後
に
は
、
五
分

の
一
ほ
ど
建
ち
あ
が
っ
た
東
京
タ
ワ
ー
が
姿
を
見
せ
て
い
た
。

47　　第 2章　テレビの時代

1
　
そ
の
道
路
に
は
都
電
が
走
っ
て
い
た
。
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
で
は
、
都
電
三
系
統
（
品
川
駅
前
│
飯
田
橋
）
の
飯
田
橋
行
が
東
京
タ
ワ
ー
を
正

面
に
見
て
、
都
電
八
系
統
（
中
目
黒
│
築
地
）
の
中
目
黒
行
が
東
京
タ
ワ
ー
を
背
に
し
て
す
れ
違
う
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
当
時
の
路
線
図

（
図
2
│

1
）
を
見
る
と
、
東
京
タ
ワ
ー
を
背
景
に
し
て
こ
の
よ
う
な
形
で
都
電
三
系
統
と
八
系
統
が
す
れ
違
う
可
能
性
が
あ
る
の
は
赤
羽
橋
│

飯
倉
四
丁
目
間
の
桜
田
通
り
（
現
在
の
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
赤
羽
橋
駅
北
側
）
だ
け
で
あ
る
。
鈴
木
オ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
は
こ
の
付
近
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。



第
3
章
　

六
子
の
結
婚

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」

　
こ
こ
ま
で
「A

LW
A

Y
S

三
丁
目
の
夕
日
」
に
し
た
が
っ
て
六
子
の
歩
み
を
追
っ
て
き
た
。「A

LW
A

Y
S

三
丁
目
の
夕

日
」
は
一
九
五
八
（
昭
和
三
三
）
年
四
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
物
語
で
あ
る
。
そ
の
後
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
こ
か

ら
先
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
六
子
の
あ
り
え
た
か
も
し
れ
な
い
人
生
を
再
構
成
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
六
子
の

結
婚1
で
あ
る
。

　
表
3
│

1
は
一
九
六
〇
年
代
の
平
均
初
婚
年
齢
を
示
し
た
表
で
あ
る
。
六
〇
年
代
を
通
し
て
、
妻
は
二
四
歳
台
、
夫
は

二
七
歳
台
で
あ
る
。
当
時
、
女
性
の
結
婚
適
齢
期
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」
に
た
と
え
ら
れ
た2
。
二
四
日
を
過
ぎ
る
と

売
れ
な
い
と
い
う
意
味
だ
っ
た
。

　
平
均
的
な
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
し
た
が
え
ば
、
六
子
も
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
に
二
四
・
四
歳
で
結
婚
し
た
と
考
え

59　　第 3章　六子の結婚



第
4
章　

高
度
経
済
成
長
期
の
社
会

1
　
家
族
の
戦
後
体
制

近
代
家
族

　

こ
の
章
で
は
、
六
子
た
ち
が
新
し
い
生
活
へ
と
踏
み
出
し
た
高
度
経
済
成
長
期
の
社
会
の
特
徴
を
み
て
い
く
。

　

ま
ず
高
度
経
済
成
長
期
の
家
族
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。
六
子
と
勇
が
「
標
準
世
帯
」
と
呼
ば
れ
る
家
族
を
作
っ
た
こ

と
は
す
で
に
述
べ
た
。
社
会
学
で
は
こ
れ
を
「
近
代
家
族
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
で
は
近
代
家
族
の
特
徴
と
し
て
四
つ
挙
げ
て
お
く
。

　

①
夫
婦
と
未
婚
の
子
ど
も
か
ら
な
る
核
家
族
で
あ
る
。

69　　 



第
5
章
　

一
億
総
中
流
社
会
│
安
定
成
長
期
の
社
会

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

　
高
度
経
済
成
長
期
は
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
起
き
た
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
突
然
終
わ
り
を
告
げ
た
。
こ

の
章
で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
の
安
定
成
長
期
の
日
本
社
会
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
こ
の
時
代
は
、
高
度
経
済
成
長

期
に
骨
格
が
作
ら
れ
た
日
本
の
近
代
社
会
が
完
成
さ
れ
た
姿
を
現
す
と
同
時
に
、
そ
の
足
元
で
は
次
の
時
代
へ
の
移
行
の

前
兆
が
始
ま
っ
て
い
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
前
に
、
高
度
経
済
成
長
期
の
後
半
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
そ
の
翌
年
の
不
況
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。
こ
の
不

況
を
乗
り
切
る
と
、
翌
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
か
ら
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
が
始
ま
り
、
七
〇
（
昭
和
四
五
）
年
ま
で
五
年
間

に
わ
た
っ
て
実
質
経
済
成
長
率
が
一
〇
％
を
超
え
た
。
日
本
の
国
民
総
生
産
は
六
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
六
七
年
に
フ
ラ
ン

107　　第 5章　一億総中流社会



第
6
章　

失
わ
れ
た
三
〇
年

流
行
語

　

流
行
語
は
新
し
く
現
れ
た
現
象
に
名
前
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
の
体
調
の
変
化
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

体
温
計
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
社
会
科
学
は
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
何
も
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
社
会
科
学
者
が

デ
ー
タ
を
集
め
て
、
体
調
の
変
化
の
原
因
を
特
定
し
て
、
診
断
を
下
す
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
、

社
会
は
せ
っ
か
ち
な
の
で
、
そ
ん
な
に
ゆ
っ
く
り
待
っ
て
く
れ
な
い
。
と
り
あ
え
ず
名
前
を
付
け
て
、
新
し
く
現
れ
た
現

象
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
流
行
語
で
あ
る
。
名
前
さ
え
わ
か
れ
ば
、
よ
く
理
解
で
き
な
く
て
も
と
り
あ
え
ず
安

心
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
あ
そ
こ
の
息
子
さ
ん
は
学
校
を
卒
業
し
た
後
も
ち
ゃ
ん
と
就
職
し
て
い
な
い
み
た
い
」
と
か
、

「
あ
そ
こ
の
娘
さ
ん
は
三
〇
歳
過
ぎ
て
も
ま
だ
家
に
い
る
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
現
象
が
現
れ
た
と
き
、「
フ
リ
ー
タ

ー
」
と
か
「
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
あ
れ
ば
、「
あ
あ
フ
リ
ー
タ
ー
ね
」
と
か
「
あ
あ
パ
ラ
サ
イ
ト

133　　第 6章　失われた三〇年



第
7
章
　

家
族
の
ポ
ス
ト
戦
後
体
制
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
一
）

直
　
　
美

　
六
子
は
青
森
の
伝
統
的
社
会
で
生
ま
れ
育
ち
、
集
団
就
職
で
東
京
に
や
っ
て
き
て
、
勇
と
と
も
に
近
代
家
族
を
形
成
し

た
。
そ
し
て
、
六
子
は
い
ま
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
近
代
家
族
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

「
第
二
の
近
代
社
会
」
で
、
自
分
た
ち
が
歩
ん
だ
人
生
と
は
異
な
る
人
生
を
歩
ん
で
い
る
の
を
心
配
そ
う
に
見
守
っ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
は
、
六
子
の
子
ど
も
た
ち
、
直
美
と
誠
が
生
き
て
い
る
「
第
二
の
近
代
社
会
」
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
い

こ
う
。

　
ま
ず
直
美
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
直
美
は
一
九
六
九
（
昭
和
四
四
）
年
八
月
、
高
度
経

済
成
長
末
期
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
の
な
か
で
生
ま
れ
た
。
大
阪
万
博
の
前
年
で
あ
る
。
そ
し
て
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
、
バ

ブ
ル
の
ま
っ
た
だ
中
、
高
校
を
卒
業
し
て
、
短
大
に
進
学
し
た
。「
文
部
科
学
統
計
要
覧
〔
令
和
三
年
版
〕」
に
よ
る
と
、

159　　第 7章　家族のポスト戦後体制



第
8
章
　

雇
用
の
ポ
ス
ト
戦
後
体
制
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
二
）

1
　
雇
用
の
変
容

雇
用
の
ポ
ス
ト
戦
後
体
制

　
第
二
の
近
代
社
会
に
お
け
る
雇
用
の
あ
り
方
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
従
業
上
の
地
位
別

就
業
者
の
比
率
の
推
移
を
示
し
た
図
6
│

1
（
一
五
四
頁
）
と
、
正
規
雇
用
者
と
非
正
規
雇
用
者
の
比
率
の
推
移
を
示
し
た

図
6
│

2
（
一
五
五
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
図
は
、
一
方
で
戦
後
、
近
代
化
が
進
行
し
、
自
営
業
者
の
比
率
が
低
下
し

雇
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
の
比
率
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
（
雇
用
者
化
）、
他
方
で
「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
に
お
い
て
、
雇

用
者
の
う
ち
、
正
規
雇
用
者
（
正
社
員
）
の
比
率
が
低
下
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
派
遣
社
員
な
ど
非
正

179　　



第
9
章
　

地
域
の
変
容
│
第
二
の
近
代
社
会
へ
（
そ
の
三
）

高
度
経
済
成
長
期
以
後
の
人
口
移
動

　
最
後
に
地
域
の
変
容
を
み
て
お
こ
う
。

　
戦
後
、
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
人
口
移
動
に
は
三
つ
の
波
が
あ
っ
た
。
第
1
章
で
み
た
よ
う
に
、
第
一
の
波
は
高
度

経
済
成
長
期
の
「
民
族
大
移
動
」
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
が
始
ま
る
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
か
ら
、
そ
れ
が
終
わ

る
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
ま
で
の
間
に
、
六
子
も
含
め
、
約
八
四
九
万
人
が
地
方
か
ら
三
大
都
市
圏
に
移
動
し
た
。

　
そ
の
後
も
若
者
た
ち
は
就
職
や
進
学
な
ど
の
た
め
に
都
市
を
め
ざ
し
た
。
図
1
│

3
（
三
〇
頁
）
を
も
う
一
度
み
て
み
よ

う
。

　
一
九
七
三
年
の
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
高
度
経
済
成
長
は
終
わ
り
を
告
げ
、
翌
七
四
年
の
経
済
成
長
率
は

戦
後
初
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
（
マ
イ
ナ
ス
一
・
二
％
）
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
か
ら
大
都
市
圏
へ
の
人
の
流
れ
も
い

235　　第 9章　地域の変容
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